
カンポ・デル・シエロ隕石
いんせき

 
２０２１年６月２８日のまるちだよりで、ギャラクシティに展示

て ん じ

している「カンポ・デル・シエロ

隕石」について書きましたが、もう少し詳
くわ

しく見てみることにしましょう。 

この隕石は、およそ４０００年～５０００年前に地球に落下したとされていて、落下場所は、ア

ルゼンチンの首都・ブエノスアイレスから北北西
ほくほくせい

に約
やく

860ｋｍの場所。地球の大気圏
た い き け ん

に突入
とつにゅう

して

から落下
ら っ か

途中
とちゅう

で隕石が分裂
ぶんれつ

し、それらが地面に

衝突
しょうとつ

して大小様々のたくさんのクレーターを作り

ました。これを「クレーター群
ぐん

」と呼
よ

んでいます。ク

レーターの数は少なくとも２０個
こ

以上
いじょう

あることが

わかっていて、縦
たて

3km、横 18.5㎞という

広範囲
こ う は ん い

の領域
りょういき

にクレーターが存在しています。

クレーターの中でも最大のものは、縦１１５ｍ、横９１mのものがあります。分裂した隕石も小

さいものでは数グラム、大きいものでは数十トンの隕石が実際
じっさい

に発掘
はっくつ

されていて、発掘した

隕石の総重量
そうじゅうりょう

は１００トンを超
こ

えています。 

６月２８日のまるちだよりにも書きましたが、この隕石は鉄を多く含
ふく

んでいます。その割合は

鉄が約９０％、ニッケルが約１０％となっており、このような隕石を「鉄隕石」と呼んでいます。

その名前からわかるように、非常
ひじょう

に重たい隕石です。発掘された隕石が日本に渡り、ギャラ

クシティにも展示されていまして、縦、横、高さ約 10cmほどの大きさですが、重さはなんと２

３kg もあるのです！ 現在は新型コロナウイルス感染症
かんせんしょう

予防
よ ぼ う

対策
たいさく

で触れることはできません

が、触れるようになった際には重さを体験してみてください。 

２０２１年 7月２6日記 （解説員
かいせついん

：伊藤
い と う

 貴大
たかひろ

） 

中心の円マークがクレーターの存在しているエリアです。 


